
問1）

（資料）
1. 生産データ

（2/3） （1/2）

（1/2） （4/5）

　いずれの組製品も直接材料は始点においてすべて投入する。また、（　　）内の数値は加工進捗度を示す。

2. 原価データ

　　組間接費

＜語群＞

個別受注生産　　・　　連続大量生産　　・　　同種製品　　・　　異種製品

解1）

①

②

インスタントコーヒー

　 月末仕掛品原価 円

完成品原価 円 完成品単位原価 円

ドリンク

　 月末仕掛品原価 円

完成品原価 円 完成品単位原価 円

3,705,375円

1,578,500円　　加工費

　　直接材料費

2,050ℓ

18,450ℓ

20,500ℓ

豆挽機　機械運転時間

完成品

合計

当月投入

月初仕掛品

月末仕掛品

当月投入

月初仕掛品

ドリンク

394,625円　　直接材料費

3,075個

24,600個

インスタントコーヒー

738,000円

5,412,000円

4,089,750円

27,675個

7,175個

20,500個

150

　　加工費 717,500円

5,125ℓ

ドリンク

6,611,250円
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　ケアリー珈琲株式会社は、ブルーマウンテンのインスタントコーヒー（粉末）とドリンク（缶製品用）を生産・販売している。いずれの製品も（ ① ）

を行っていることから総合原価計算を採用している。また、インスタントコーヒーとドリンクはそれぞれ別個に生産される（ ② ）であるが、共通のコーヒー

豆と豆挽機を使用していることから組別総合原価計算を採用している。具体的には、豆を挽くための労務費や経費などの組間接費は、豆挽機の機

械運転時間を基準に行う。また、月末仕掛品の評価は、インスタントコーヒーが先入先出法、ドリンクが平均法で行っている。

　さて、3月の生産データと原価データは（資料）のとおりである。

点/100点
氏名 点数

　以下の問題文の空欄に＜語群＞から適切な用語を選び記入しなさい。また、3月の月末仕掛品原価、完成品原価、完成品単位原価をそれぞれ

求めなさい。

328,000円

15,375ℓ

108

インスタントコーヒー


